金城朝永と琉球学の構想 by 並松 信久
255
ACTA HUMANISTICA ET SCIENTIFICA
UNIVERSITATIS SANGIO KYOTIENSIS
HUMANITIES SERIES No. 48
MARCH  2015
金城朝永と琉球学の構想












































縄文化』誌の第 43 号（1975 年）に，金城朝永特集として収められている。『全集』に収めら









程について―オモロ研究試論」（1953 年）などである。第 ２ に関連するものは，「琉球方言の
比喩法」（1929 年），「沖縄那覇児童の言草謡」（1931 年），「沖縄俚諺集釈」（1932 年）などで
ある。第 ３ に関連するものは「おもろ研究前史―田島利三郎先生評伝」（1937 年），「琉球に取
材した文学」（1948 年）などである。
下巻は歴史・民俗篇として，第 １ に関連するものは「沖縄現代史序説」（1952 年），「ゲーン
（萱）とグーサン（杖）―琉球神道における祭具について」（1953 年），「琉球の歴史と文化」（1953
年），「亀井琉球守」（1955 年）などである。第 ２ に関連するものは，著書『異態習俗考』（1933
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42 巻 8 号，1974 年，16～25 ページ）と仲程昌徳「インフェリオリティ・コンプレックスから
アイデンティティーへ―「金城朝永」私論」（『新沖縄文学』，第 33 号，1976 年，75～84 ページ），
そして外間守善「金城朝永と沖縄学」（外間守善『沖縄学への道』，岩波現代文庫，2002 年，
119～24 ページ）があるにすぎない。いずれも金城を扱っていると同時に，沖縄学との関連を
































1910（明治 43）年（9 歳） 伊波が主宰する「子供の会」の会員になる。
1914（大正 ３）年（13 歳） 「子供の会」の会員が，組合基督教会の会員として移る。
 県立図書館で英語の修得に励む。
1918（大正 7）年（17 歳） 「方言罰札」制度に抵抗し，中学校を落第する。
1920（大正 9）年（19 歳） 伊波の推薦によって仲西小学校の代用教員に採用される。
1923（大正 12）年（22 歳） 上京して郵政省貯金局外国為替課に就職する。
1924（大正 13）年（23 歳） 外国為替課で人員整理によって希望退職する。
 東京外国語学校英語科の編入試験を受けて入学する。
1926（大正 15）年（25 歳） 東京外国語学校を卒業して，大橋図書館司書となる。
  「南島談話会」が発足し，比嘉春潮とともに会務を引き受け
る。
1928（昭和 ３）年（27 歳）  『旅と伝説』誌の付録として『南島談話』誌が創刊され，創
刊の辞を書く。
1930（昭和 ５）年（29 歳）  大橋図書館を辞職する。
1931（昭和 6）年（30 歳）  「南島談話会」の幹事を比嘉春潮とともにつとめ，機関誌の
編集を手がける。
1933（昭和 8）年（32 歳） 『南島談話』が『島』誌に発展的に解消される。
  考古学人類学民族学雑誌『ドルメン』（岡茂雄主宰）の編集
者になる。
1934（昭和 9）年（33 歳）  『ドルメン』は経営困難で廃刊となる。
 柳田国男主催の「木曜会」に参加する。
1935（昭和 10）年（34 歳）  「民俗伝承の会」が発足し，機関誌『民俗伝承』が発刊される。
  『民族学研究』誌が発刊される。




1937（昭和 12）年（36 歳）  金田一京助の紹介で三省堂に入社し，辞書編纂にあたる。
1939（昭和 14）年（38 歳）  父親危篤の知らせで沖縄に帰る。この時が最後の訪沖とな
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る。
1940（昭和 15）年（39 歳）  比嘉春潮，仲吉良光，比屋根安定，八幡一郎，石川正通，島
袋盛敏とともに， 「七星会」を結成する。
1946（昭和 21）年（45 歳） 三省堂を退職する。
 米軍総司令部民事検閲部の高級翻訳官となる。
1947（昭和 22）年（46 歳）  沖縄人連盟のなかに「沖縄文化協会」（宮良当壮会長）が設
立される。
  仲原善忠を中心に「おもろ研究会」が開かれる。
1948（昭和 23）年（47 歳）  沖縄文化協会とおもろ研究会が合併して，独立研究機関とし
て「沖縄文化協会」が発足し，『沖縄文化』誌を刊行する。
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金城は 1920（大正 9）年 ３ 月に中学校を卒業し，その後，沖縄県内での伊波の講演に同行し
て，各地域の学校を巡廻していた。そして伊波の推薦で仲西小学校の代用教員として採用され
る。1923（大正 12）年 ３ 月には上京して郵政省貯金局外国為替課に就職する。すでに代用教
並松　信久262




























に論文や随筆を発表し始めている。たとえば『沖縄教育』誌（第 166 号，1927 年）には「チェ
ンバレン「琉球語文典」序論（訳）」，『民族』誌（第 ３ 巻 ３ 号，1928 年）には「琉球児童語彙」，
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ば共通語の母音 i・e 両方が首里方言では i になり，u・o 両方が首里方言では u になっている
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「伊波普猷先生の生涯とその琉球学」（第 13 巻 １ 号，1948 年），「沖縄研究史―沖縄研究の人と
その業績」（第 15 巻 ２ 号，1950 年），「沖縄関係図書目録」（第 15 巻 ２ 号，1950 年）などを発
表し，徐々に沖縄に関する民俗学というよりも琉球学の構想をもつようになる。また『民族研
究』誌において「米国における沖縄研究」（第 13 巻 ４ 号，1949 年）や月刊『おきなわ』にお
いて「沖縄現代史序説」（第 18 号，1952 年），「最近の沖縄研究の傾向と情勢―琉球研究史の
一節」（第 ４ 巻 ２ 号，1953 年），「沖縄の歴史と文化」（第 ４ 巻 8 号，1953 年），「沖縄に関する
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一方，沖縄の統治機構については，アメリカはすでに 1945（昭和 20）年 ３ 月に「軍政府」
を設立し，沖縄占領と同時に日本の行政権停止を宣言している。1950（昭和 25）年 12 月に軍
政府が廃止され「米国民政府」となり，強大な権限をもって長期にわたって統治することにな
る。そして 1952（昭和 27）年 ４ 月に「対日講和条約」および「日米安全保障条約」が発効し，
北緯 29 度以南の奄美や沖縄と日本の行政分離が国際的に決定される。
統治機構とともに沖縄の自治機構も組織された。1945（昭和 20）年 8 月 15 日に米軍政府は
各地の収容所から住民代表を集め，米軍政府と沖縄住民との意思疎通をはかる諮問機関の設立
にとりかかる。住民代表から 15 人の委員が選出され，５ 日後に「沖縄諮詢会」が発足する。
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期までの沖縄研究をとらえれば，おおよそ三期に分類される  45）。第 １ 期（沖縄県外者による
調査が中心）は，1879（明治 12）年の琉球処分前後から 1900 年代初頭（明治 30 年代）まで，
第 ２ 期（沖縄出身者による沖縄独自の問題に関する研究が中心）は，1900 年代初頭から 1920
年代半ば（大正末期）まで，第 ３ 期（沖縄出身かどうかに関わりなく，研究者が増加し，研究
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2） 新川明「「沖縄学」の可能性―『金城朝永全集』にふれつつ」（『文学』，第 42 巻 8 号，1974 年，930 ペー
ジ）。
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Choei Kinjo’s Conception of Ryukyu Studies
Nobuhisa NAMIMATSU
Abstract
This essay examines the conception of “Ryukyu Studies” advocated by Choei Kinjo (1902-
1955), an Okinawan researcher active during the Showa period. The few studies that have 
focused on Kinjo look at the connection between Kinjo’s Ryukyu studies and “Okinawan 
studies”. However, they date from the 1970s and appeared in the historical context of the 
reversion of Okinawa to Japan in 1972. In other words, they tried to re-examine Kinjo’s 
Okinawan studies in this historical context, however Ryukyu studies subsequently 
disappeared, and the reason why is unclear. This essay re-evaluates Kinjo’s research, and 
considers the question of why Ryukyu studies disappeared. 
Partly because Kinjo died young, it has not been possible to systematize his Ryukyu 
studies. Since he left no systematic research findings, it can be said that Ryukyu studies 
were doomed to disappear. However, he did conduct broad-ranging research into language, 
folklore, literature, history, and so on, and his work had a systematic orientation. This can be 
said to have been quite different to the exclusive tendencies visible in Okinawan studies 
today. If we consider the term Ryukyu studies in a positive sense, it can be said that Kinjo, 
who tried to synthesize research in a variety of fields ranging from linguistics and history to 
literature and ethnology, was the only successor to the school of Okinawan studies led by 
Fuyu Iha (1876-1947).
Keywords:  Choei Kinjo, Ryukyu Studies, Okinawan Studies, Fuyu Iha, Folklore studies
